
【会計別一覧】 （単位：千円）

一般会計補正予算（第３号）　　［令和４年９月６日議案提出］

（単位：千円）

財    源    内    訳

国 県 市 債 その他 一般財源

1 長寿社会課 3.1.4 【新規】
訪問介護サービス事業所等燃油高騰緊急対策
事業補助金

530 145 385

2 健康推進課 4.1.1 日曜休日応急診療所管理事業 2,000 2,000

3 健康推進課 4.1.2
新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事
業

25,978 25,478 500

4 健康推進課 4.1.2 新型コロナウイルスワクチン接種事業 72,793 72,793 0

5 農政課 6.1.3 【新規】 肥料価格高騰対策事業費補助金 1,530 1,530

6 水産商工課 7.1.2 【新規】 境港市事業者価格高騰対策支援金 33,820 4,636 29,184

136,651 102,907 145 0 0 33,599

1 地域振興課 2.1.1 社会保障・税番号システム運用事業 12,463 4,824 7,639

2 地域振興課 2.1.1 【新規】 窓口キャッシュレス決済導入事業 217 217

3 都市整備課 2.1.5 夕日ヶ丘分譲地定期借地用地取得事業 92,765 92,765

4 子育て支援課 2.1.13 【新規】 国県負担金補助金返還金 6,119 6,119

5 地域振興課 2.1.13 【新規】 犯罪被害者等見舞金支給事業 300 150 150

6 市民課 2.3.1 戸籍事務システム運用事業 10,789 10,789 0

7 市民課 2.3.1
社会保障・税番号システム運用事業（住基
ネット）

1,014 1,014 0

8 福祉課 3.1.3 【新規】
障がい福祉サービス利用コーディネート機能
強化事業

4,000 2,000 2,000

9 長寿社会課 3.1.4 介護保険費特別会計繰出金 307 307

10 長寿社会課 3.1.4 【新規】 全国健康福祉祭開催準備事業 116 57 59

11 子育て支援課 3.2.1 子育て拠点施設環境整備事業 6,679 6,679

12 子育て支援課 3.2.2 特定教育・保育施設運営費補助金 4,665 204 423 4,038

13 子育て支援課 3.2.2 保育所等整備事業補助金 3,241 2,161 1,080

14 環境衛生課 4.1.4 境港市猫不妊去勢手術費補助金 450 150 300 0

15 環境衛生課 4.1.4 小規模発電設備等導入推進事業補助金 2,810 1,300 1,510 0

16 環境衛生課 4.1.4 【新規】 脱炭素先行地域づくり事業補助金 1,600 1,600 0

17 農政課 6.1.3 がんばる農家プラン事業費補助金 2,737 1,824 913 0

18 農政課 6.1.4 農業用排水路管理事業 433 433

19 農政課 6.1.4 【新規】 中海干拓地農地再生事業負担金 108 108

20 水産商工課 6.3.2 高度衛生管理型市場移行円滑化事業補助金 19,027 9,513 9,514 0

21 地域振興課 7.1.3 松江・境港・隠岐観光振興協議会負担金 400 400

22 都市整備課 8.1.1 空家除却支援事業補助金 9,000 5,250 3,750

23 教育総務課 10.2.2 沖縄・伊平屋村教育交流事業 490 490 0

24 生涯学習課 10.5.2 体育施設管理費 4,728 4,728

184,458 20,592 20,667 0 12,727 130,472

321,109 123,499 20,812 0 12,727 164,071

繰越金

計（①＋②）

事    業    名 補 正 額

①コロナ対策及び燃油価格高騰等対策分　計

②コロナ対策及び燃油価格高騰等対策以外分　計

番
号

担 当 課 費目

下水道事業費特別会計補正予算（第１号） 2,002,069 0 2,002,069

介護保険費特別会計補正予算（第１号） 3,880,590 12,643 3,893,233

境　港　市　　　令 和 ４ 年 度 ９ 月 補 正 予 算

区　　分 補正前の予算額 補正額 補正後の予算額

一般会計補正予算（第３号） 18,423,816 321,109 18,744,925

魚と鬼太

郎のまち

境港ふる

さと基金

魚と鬼太

郎のまち

境港ふる

さと基金

寄附金

Ａ 補正前の予算額 １８４億２，３８１万６千円

Ｂ 補正額 　　３億２，１１０万９千円

Ｃ 補正後の予算額（Ａ＋Ｂ） １８７億４，４９２万５千円
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〇繰越明許費 （単位：千円）

番
号

担 当 課 費目 金　　額

1 農政課 6.1.3 1,530

2 下水道課 8.4.1 56,496

下水道事業費特別会計補正予算（第１号）　　［令和４年９月６日議案提出］

〇繰越明許費 （単位：千円）

番
号

担 当 課 費目 金　　額

1 下水道課 1.2.1 56,496

介護保険費特別会計補正予算（第１号）　　［令和４年９月６日議案提出］

（単位：千円）

財    源    内    訳

国 県 市 債 その他 一般財源

1 長寿社会課 1.3.2 認定調査等費 307 307

2 長寿社会課 5.1.2 国県負担金補助金等返還金 12,336 12,336

12,643 0 0 0 0 12,643

一般会計繰入金 307

繰越金 12,336

計

事  業  名 繰越理由

矢尻川雨水排水区内水対策事業 年度内に完了することが困難なため。

番
号

担 当 課 費目 事    業    名 補 正 額

事  業  名 繰越理由

肥料価格高騰対策事業費補助金 年度内に完了することが困難なため。

下水道事業費特別会計繰出金
（公共下水道事業会計繰出金）

繰出金の対象事業について、年度内に完了することが困難な
ため。

Ａ 補正前の予算額 ３８億８，０５９万　　円

Ｂ 補正額 １，２６４万３千円

Ｃ 補正後の予算額（Ａ＋Ｂ） ３８億９，３２３万３千円
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令和４年度９月補正予算

◎一般会計補正予算（第３号）①コロナ対策及び燃油価格高騰等対策分

[単位：千円]

【新規】 訪問介護サービス事業所等燃油高騰緊急対策事業補助金

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明

　燃油価格高騰の影響を大きく受けている、介護保険サービス及び障がい福祉

　サービス等を訪問して行う事業所に対し、地域の安定した在宅介護体制の確

　保を図ることを目的に燃料費の支援を行う。

◇補助対象

　市内の以下のサービスを実施する事業所を対象とする。

　①介護保険サービス（訪問介護、訪問入浴介護）

　②障がい福祉サービス（居宅介護、重度訪問介護、同行援護、行動援護）

　③上記①②のサービスに係る介護予防事業、日常生活支援総合事業にかかる

　　訪問事業

　④障害者総合支援法によって規定される移動支援事業

　⑤介護保険サービス(訪問看護、訪問リハビリテーション)

　※県補助金は①～④に限定しているが、公平性の観点から、⑤についても

　　独自施策として対応する。

◇補助基準額

　訪問車両1台につき1万円。

　1事業所につき10台までを上限とする。ただし、複数のサービスで同一車両を

　併用している場合は1台として算定する。

◇補正内容

金　額

◇財源　県補助金１／２

　　　　※①～④に使用される29台分のみ県補助対象。

日曜休日応急診療所管理事業

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明

　新型コロナウイルスの感染リスクを避けるための受診控えが続いており、診療

　報酬が大幅な減収となる見込である。ついては、これを補填するため、指定管

　理料を増額補正する。

◇補正内容

金　額

令和３年度と同程度に落ち込むものと見込んで

算出

内　容

補助金 530
10千円×29台（訪問介護等）+10千円×19台(訪問看護）
+10千円×5台（訪問リハビリテーション）

項　目 内　容

委託料 2,000

日曜休日応急診療所指定管理料

４月～７月までの実績をもとに、８月以降の医

業収入が、新型コロナウイルスの影響を受けた

項目 事業費

2,0004.1.1

節別内訳

12

補正額 2,000

事業名

担当課 費　目 項目 事業費

長寿社会課 3.1.4

節別内訳

18
負担金補助及
び交付金 530

補正額 530

委託料 2,000

145 385

項　目

事業名

担当課 費　目

健康推進課
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新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明

　オミクロン株対応ワクチン接種の実施が見込まれるため、接種体制の構築に必

　要な経費を補正する。

◇オミクロン株対応ワクチン接種について

(1)接種体制

　これまでと同様、集団接種と個別接種の併用とする

　　集団接種：済生会境港総合病院（金・土の週２回を予定）

　　個別接種：市内医療機関

(2)対象者

　　初回接種(１・２回目接種)を完了した全ての者

(3)使用ワクチン

　　オミクロン株(BA.1)と従来株に対応した２価ワクチン

(4)接種開始時期

　　国において調整中

◇補正内容

※交通費助成については、国の補助対象外であるため、補助金500千円は一般財

　源を計上。

◇財源 国庫補助金10／10

補正額 25,978 25,478 500

事業費

健康推進課 4.1.2

節別内訳

11 役務費 4,033

担当課 費　目 項目

委託料 21,445

18
負担金補助
及び交付金

500

事業名

12
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新型コロナウイルスワクチン接種事業

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明

　オミクロン株対応ワクチンの接種が実施される見込みとなったため、ワクチン

　接種実施機関への支払いに必要な経費を補正する。

対象者数の算出についてはR4.7末人口及びR4.7末時点の接種見込より算出。

※オミクロン株対象者数　:32,010人 (５歳以上人口32,010人)

※４回目接種対象者数：9,957人（60歳以上13,007人＋基礎疾患等1,500人-オミクロン株接種4,550人）

※３回目接種対象者数：2,982人（12歳以上人口29,985人－接種済19,462人－オミクロン株接種7,541人）

※２回目接種対象者数：5,989人（５歳以上人口32,010人－接種済26,021人）

※１回目接種対象者数：5,820人（５歳以上人口32,010人－接種済26,190人）

※時間外加算・休日加算の割合については、R4.2～3月の実績より按分

◇財源 国庫負担金10/10

要求額 72,793 72,793 0

項目 事業費

健康推進課 4.1.2

節別内訳

事業名

担当課 費　目

12 委託料 72,793

金　額 内　　容

通常分　　　2,277円×56,758人＝ 129,238千円
予診のみ　　1,694円×　  60人＝   　102千円
時間外加算　　803円× 7,469人＝ 　5,997千円
休日加算　　2,343円×24,391人＝　57,148千円
６歳未満加算  726円×   702人＝   　510千円

項　目

接種委託料
(9月補正後)

192,995

委託料 120,202 192,995 72,793

項　目
予算額
①

見込額
②

補正額
②－①
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【新規】 肥料価格高騰対策事業費補助金

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明

　肥料価格の高騰による農業経営への影響を緩和するため、化学肥料の低減や

　堆肥等の国内資源の活用を進めるための取り組みを行う農業者に対し、国・県

　が実施するコスト上昇分の一部補助について、市独自で上乗せ補助する。

◇制度概要

（１）補助対象者

　　市内に本社を有する法人及び市内に住所を有する者で、以下の要件に該当す

　　る者

　　①国が実施する肥料価格高騰対策事業の交付決定を受けていること

　　②市が今年度実施する他の価格高騰対策の給付金等を受給していないこと

（２）補助額

　　本年の肥料費に対して前年からの価格上昇率や使用量低減率（化学肥料

　　低減の取り組み）により肥料費の増加額を算定し、その１割を補填する

　　（国・県とあわせ、補助割合は国７/10、県１/10、市１/10）

（３）申請期間

　　令和４年10月以降

◇国の制度概要（肥料価格高騰対策事業）

（１）補助対象者

　　化学肥料の２割低減を実現するため、有機質肥料の利用や堆肥の利用等、

　　国が定める取組メニューのうち２つ以上を実施する者

（２）補助額

　　本年の肥料費に対して前年からの価格上昇率や使用量低減率（化学肥料

　　低減の取り組み）により肥料費の増加額を算定し、その７割を補填する

（３）対象となる肥料

　　令和４年秋肥～令和５年春肥として購入した肥料

　　（秋肥は今年６月まで遡り、春肥は令和５年５月購入分まで対象とする）

（４）申請期間

　　令和４年10月以降

◇補正内容

　積算方法：農業者への聞き取り調査による１haあたりの増加額に市内の

　　　　　　耕作面積を乗じたものの１割とする

金額

大根＠100千円/ha×20ha×1/10

1,530

※あわせて、繰越明許費を設定する

　

項　　目 内　　　容

項目 事業費

農政課 6.1.3

節別内訳

18
負担金補助
及び交付金

1,530

補正額 1,530 1,530

補　助　金 1,530

白ねぎ＠200千円/ha×62.5ha×1/10

里芋＠80千円/ha×10ha×1/10

計

事業名

担当課 費　目
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【新規】 境港市事業者価格高騰対策支援金

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明

　燃油や原材料等の価格高騰の影響を受け、収益が圧迫されている市内事業者

　に対して、本市独自の支援金を給付し、事業継続を支援する。

◇制度概要等

（１）給付要件

　　市内に本社または本店を有する中小企業者で、以下の要件に該当する者

　　①令和４年４月から９月までの間の連続する３か月間の営業利益率が、

　　　令和３年の同期間と比較して５ポイント以上減少していること

　　　　営業利益率（％）…（営業利益÷売上高）×100

　　②法人の場合は直近事業年度の売上が120万円以上、個人の場合は

　　　令和３年分の売上が60万円以上あること

　　③所得等の申告をしていること

　　④市税に滞納がないこと

　　⑤市が今年度実施する他の価格高騰対策の給付金等を受給していないこと

　　⑥今後も事業継続の意思があること

　　（※）新たに創業した社（者）については、①～③について特例を設ける

（２）給付額　　　法人　100千円（見込件数：200社）

　　　　　　　　　個人 　50千円（見込件数：270者）

　　　　　　　※　事業継続緊急支援金の実績等を基に申請数を試算

（３）申請期間

　　令和４年10月中旬～令和５年１月31日

◇補正内容

金　額

33,820

◇財源 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

　

33,500
法人＠100千円×200社

個人＠50千円×270者

水産商工課 7.1.2

節別内訳

10 需用費

120
通信運搬費（郵送料）

手数料（チラシ折込）

項　　目 内　　　容

需　用　費 200
消耗品費（コピー用紙等）

印刷製本費（チラシ作成）

役　務　費

補　助　金

計

200

11 役務費 120

18
負担金補助
及び交付金

33,500

補正額 33,820 4,636 29,184

項目 事業費

事業名

担当課 費　目
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◎一般会計補正予算（第３号）②コロナ対策及び燃油価格高騰等対策以外分

[単位：千円]

社会保障・税番号システム運用事業

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明

　住民の利便性向上及び行政運営の効率化を目的とする、行政手続きの

　オンライン化に必要なシステム改修費を補正する。

◇改修内容

　国のマイナポータルと境港市の基幹業務システムのオンライン接続を実施する

　ため、申請管理システム等の新規導入や既存住基システム等の改修を行う。

◇オンライン化対象業務

　・子育て関係（15手続）、介護関係（11手続）

　・転出ー転入手続きのワンストップ化

◇補正内容

金　額

10,225

1,545

693

12,463

◇財源　 国庫補助金１／２

※補助対象経費：9,648千円

備品購入費 RPA用パソコン　３台

合　　計

4,824 7,639

17 備品購入費 693

項　目 内　容

委　託　料 申請管理システム導入等委託料

使用料及び賃借料 RPA運用ソフトウェア使用料

節別内訳

12 委託料 10,225

事業名

担当課 費　目 項目 事業費

地域振興課 2.1.1 補正額 12,463

使用料及び賃
借料 1,54513

【現在】

→ → →

【オンライン化】

→ → →

申請データ
の一元管理

① ②

※①及び②の事務処理の効率化が期待される。

利用者

利用者
個人番号系

端末

データ連携

電子申請
データダウ
ンロード

LGWAN
端末 申請処理

～
データ入力
（手入力）

基幹業務
システム申請処理

～
データ入力
（RPA処理）

基幹業務
システム

電子申請
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【新規】

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明

　市役所窓口で、住民票や証明書等の交付手数料の支払いに、キャッシュ

　レス決済を使用できるよう機器等の購入費を補正する。

◇キャッシュレス対応窓口

　・市民課（戸籍・個人番号カード再交付・印鑑証明等）

　・税務・収税課（所得・課税・納税証明等）

　　※各1台のキャッシュレス決済用端末を設置

◇決済方法

　・クレジット、電子マネー、QRコード決済

◇スケジュール

　10月：契約

　12月：納品

　１月：運用開始（予定）

　　※機器等の納入時期により変更の可能性あり

◇補正内容

金　額

11

206 キャッシュレス決済用端末　103千円×2台

217合　計

217 217

項　目

役　務　費

備品購入費

内　　容

QRコード決済登録料

11 役務費 11

17 備品購入費

費　目

2.1.1

206

窓口キャッシュレス決済導入事業

項目 事業費

節別内訳

補正額

事業名

担当課

地域振興課
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夕日ヶ丘分譲地定期借地用地取得事業

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明

　定期借地契約の締結により、土地を購入するための費用。

　※図面①：25ページ参照

【参考】

土地購入実績

◇令和４年８月19日時点における残区画数

　公　社　23区画（未分譲15区画含む）

事業名

担当課 費　目

節別内訳

16
公有財産購入
費

補正額 92,765 92,765

項目 事業費

都市整備課 2.1.5

92,765

件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額

公　社 5 45,654 21 212,208 13 132,396 183 1,813,034

保留地 15 165,354 2 19,851 91 960,104

計 20 211,008 23 232,059 13 132,396 274 2,773,138

公　社 1 9,853 0 0 1 9,853

保留地 1 10,049 1 10,049

計 2 19,902 0 0 2 19,902

公　社 5 45,654 22 222,061 13 132,396 184 1,822,887

保留地 15 165,354 3 29,900 0 0 92 970,153

計 20 211,008 25 251,961 13 132,396 276 2,793,040

合　　計

累 計

定期借地制度

住宅地貸付制度

制　度 区　分
R2 R3 R4(補正後）

街区 面　積 金　額 契約者

公 社 1 25街区5 332.20㎡ 9,848 市 外

公 社 2 36街区5 358.44㎡ 10,843 市 内

公 社 3 36街区10 353.95㎡ 10,707 県 外

公 社 4 37街区3 322.81㎡ 9,765 市 内

公 社 5 37街区7 341.40㎡ 10,328 市 外

公 社 6 36街区6 358.45㎡ 10,843 県 外

公 社 7 36街区8 358.44㎡ 10,843 市 外

公 社 8 30街区15 278.32㎡ 9,261 市 内

公 社 9 37街区5 341.39㎡ 10,327 市 内

92,765計（９件）

区　分
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【新規】 国県負担金補助金返還金

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明

　令和３年度に交付を受けた国庫補助金の精算に伴う返還金。

◇内容

285,950 280,700 5,250

6,290 5,421 869

292,240 286,121 6,119

【新規】 犯罪被害者等見舞金支給事業

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明

　犯罪行為により死亡した者の遺族又は犯罪行為により傷害を受けた者の

　生活の安定と精神的被害の軽減を図るための見舞金を補正する。

◇事業内容

　・遺族見舞金

　　犯罪行為により死亡した者の遺族に対して見舞金30万円を支給。

　・傷害見舞金

　　犯罪行為により傷害を受けた者に対して見舞金10万円を支給。

　　※予算としては遺族見舞金１件分を補正する。

◇補正内容

金　額

◇財源　 県補助金１／２

費　目

事業名

担当課

国
子育て世帯臨時特別支援事業費補助金

子育て世帯臨時特別支援事務費補助金

補正額 300 150

合　　計

項　　目

項　目

遺族見舞金　1件

150

6,119

項目 事業費

補正額 6,119

項目 事業費

返還先

6,119

300

受入額
①

返還額
①－②

確定額
②

内　容

担当課 費　目

事業名

節別内訳

償還金利子及
び割引料

19 扶助費

22

地域振興課

節別内訳

2.1.13

扶助費 300

子育て支援課 2.1.13
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戸籍事務システム運用事業

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明

　戸籍法改正に伴うシステム改修等に係る経費を増額補正する。

◇戸籍法改正内容（令和５年度末より運用開始見込）

　・本籍地以外の市町村での戸籍謄抄本の発行が可能となる

　・戸籍の届出及び行政手続きにおける戸籍謄抄本の添付省略

◇スケジュール

　・Ｒ４.10月　静脈認証装置更新

　・Ｒ４.11月　スキャナ装置更新

　・Ｒ５.３月　戸籍事務内連携システム改修対応

　

◇補正内容

項　目 補正額

731

323

9,735

10,789

◇財源

　国庫補助金　10/10

社会保障・税番号システム運用事業（住基ネット）

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明

　マイナンバーカード普及に向けた出張申請等の実施により、申請件数が

　増加したため、消耗品費及び郵送料の不足が見込まれる。

　また、マイナポイント付与の対象となるマイナンバーカードの申請期限

　が９月末であるが、その後も広報や出張申請受付の継続を行う方針であ

　るため、その費用を増額補正する。

◇補正内容

金　額

4

1,014

◇財源

　国庫補助金　10/10

静脈認証装置更新（４台）

スキャナ装置更新（１台）

補正額

13

合　計

委託料

消耗品費（事務用品）、印刷製本費（チラシ印
刷、封筒作成）

需用費

603

2.3.1

4

内　容

0

需用費

事業名

合　計

通信運搬費（郵送料）、手数料（新聞折込）

使用料及び賃借料

担当課 費　目

項　目

内　容

節別内訳

407

10,789

市民課

委託料

担当課 費　目

市民課

2.3.1

事業名

節別内訳

12

使用料及び賃
借料

11 役務費 603

会場借上料（みなとテラス）

役務費

1,014 1,014

項目 事業費

407

戸籍事務内連携システム改修対応

項目 事業費

010,789 10,789

補正額

10
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【新規】 障がい福祉サービス利用コーディネート機能強化事業

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明

　市内の障がい児者が円滑に障がい福祉サービス等を利用できる環境を整える

　ため、相談支援専門員の配置にかかる人件費の一部を助成する。

◇補助額

　令和４年４月以降の新設の事業所または相談支援専門員を増員予定の事業所に

　対して、人件費から事業開始１年経過後の報酬の見込額を控除した額と上限額

  1,000千円を比べて低い額を補助する。

◇補助要件

　①配置する相談支援専門員は原則として常勤専従とする。

　②事業を開始した日から換算し少なくとも３年が経過する日までは、継続的に

　　実施すること。

　③事業を開始した日から起算して、１年が経過する日までに、補助対象となる

　　相談支援専門員を配置した相談支援事業所等は40人を目安として計画を作

　　成する障がい児者数を増加させること。また、２年目以降も、計画を作成

　　する障がい児者数を増加させること。

　④鳥取県西部障害者自立支援協議会又は境港障がい福祉サービス事業所連絡

　　会が開催する会並びに境港市が開催又は案内する研修に積極的に参加する

　　こと。

  ⑤支援困難ケースについても積極的に受け入れること。

◇補正内容

金　額

◇財源　県補助金１／２

項目

補正額 4,000 2,000 2,000

補助金 4,000 補助金上限1,000千円×４事業所

事業費

項　目

費　目

内　容

3.1.3

事業名

担当課

福祉課

4,000

節別内訳

18
負担金補助及
び交付金
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介護保険費特別会計繰出金

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明

　介護保険費特別会計繰出金の増額補正。

◇補正内容

金　額

307

307

【新規】 全国健康福祉祭開催準備事業

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明

　令和６年度に鳥取県で開催される全国健康福祉祭（ねんりんピック）とっとり

　大会開催に向けた準備のため神奈川県で開催する第34回全国健康福祉祭の視

　察を行う。

◇視察日程

　視察先　：神奈川県横浜市、藤沢市

　視察内容：市町村が担当する健康ブース(健康づくりのための運動や食事等に

　　　　　　関する展示や体験コーナー)及び競技の運営状況を視察することで、

　とっとり大会の開催に向けての参考にする。

　期間　　：令和４年11月13日(日)～令和４年11月14日(月）

　参加人員：長寿社会課、生涯学習課各１名

◇補正内容

金　額

◇財源　県補助金1/2

節別内訳

27

307

59

3.1.4

補正額 116

307

57

116

長寿社会課

担当課 費　目

事業名

担当課 費　目

長寿社会課 3.1.4

繰出金

節別内訳

8 旅費

事業名

事業費

項目 事業費

項　目 内　容

旅　費 116 視察旅費２名分

内　　容

認定調査等費分

計

項目

補正額 307
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子育て拠点施設環境整備事業

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明

　地域子育て支援センターひまわりの老朽化した給水設備等の改修について、

　当初予算にて行っていた設計の完了に伴い、工事の実施及び遊具の設置に

　必要な経費を補正する。

◇整備内容

　①給水設備等改修工事

　　給水管の更新及び各手洗い場の自動水栓化など

　②遊具設置

　　設置物：アスレチック型遊具×１基

　　設置予定場所：園舎の南西側（ジャングルジム・太鼓橋の跡地)

◇スケジュール

　①給水設備等改修工事

　　契約…10月末

　　工事完成…２月末

　②遊具設置

　　契約…10月中旬～10月末

　　設置…11月末

◇補正内容

備品購入費

費　目

子育て支援課 3.2.1

事業名

担当課

節別内訳

14 工事請負費 6,017

17

項目 事業費

6,679補正額 6,679

662

項　目 内容

工事請負費 給水設備等改修工事 6,017

備品購入費 アスレチック型遊具×１基 662

合計 6,679

補正額
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特定教育・保育施設運営費補助金

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明

　境港市特定教育・保育施設運営費補助金の補助申請額が予算額を上回るため

　不足額を補正する。

◇補正額

◇スケジュール

　R4.10月中旬　交付決定

　R4.11月上旬　概算交付(1回目)

　R4.12月中旬　概算交付(2回目)

◇財源 国庫補助金、県補助金

保育所等整備事業補助金

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明

　保育所等整備事業補助金の補助申請額が予算額を上回るため不足額を補正

　する。

◇栴檀保育園外壁改修工事

　・事業費

　　9,460千円

　・負担割合

　　国１／２、市１／４、事業者１／４

◇補正内容

補助金 9,460 3/4 7,095 3,854 3,241

◇財源 国庫補助金２／３

項目

子育て支援課 3.2.2

事業名

担当課 費　目

担当課 費　目

3,241

補正額 3,241

節別内訳

18
負担金補助及
び交付金

事業名

節別内訳

子育て支援課

予算額
②

補正額
①－②

補助額
①

事業費

2,161

項　目 事業費 補助率

1,080

18
負担金補助及
び交付金 4,665

項目 事業費

3.2.2 4,038補正額 4,665 204 423

13,581 20,156 6,575

43,046 41,136 ▲ 1,910

56,627 61,292 4,665合　計

項　目
予算額
①

見込額
②

差額
②－①

障がい児保育事業
その他（延長保育事業、一時預かり事業等）
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境港市猫不妊去勢手術費補助金
財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明 ふるさと基金↑

　猫不妊去勢手術費補助金の補助申請件数が当初見込を上回り予算が不足

　するため増額補正を行う。　

◇経緯等

　・住民からの相談を受けたボランティア団体が積極的に猫の捕獲・手術

　に協力しており、猫が集中するポイントでの捕獲・手術を進めている。

　・主な実績は、竹内町①　５頭、竹内町②　13頭、渡町　10頭など

　・今後の実施見込として、苦情の状況から５～10頭規模の飼い主のいない

　　地区での実績を10頭×２カ所と個別10頭の合計30頭を見込む。

◇補正内容

オス 8千円/頭 5 13 0 40 77 37

メス 15千円/頭 35 40 30 525 938 413

40 53 30 565 1,015 450

◇財源　 県補助金　補助上限の１／２（上限5,000円/頭）

繰入金（魚と鬼太郎のまち境港ふるさと基金）

小規模発電設備等導入推進事業補助金

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明 ふるさと基金↑

　小規模発電設備等導入推進事業補助金の補助申請件数が当初見込を上回り

　予算が不足するため増額補正を行う。　

◇申請状況

　・環境に対する意識の高まり、電気代の高騰などにより申請件数が増加。

　・太陽光発電システムと蓄電池のセットでの申請が10件あり。

　

◇補正内容

太陽熱 20千円/件 3 0 3 60 60 0

燃料電池 120千円/件 2 0 2 240 240 0

蓄電池 400千円/件 20 18 5 8,000 9,200 1,200

14,500 17,310 2,810

◇財源　 県補助金　１／２

繰入金（魚と鬼太郎のまち境港ふるさと基金）

1,300

見込額
②

予算額
①

合　計

事業費担当課

0

補正額
②－①

4,600 6,21023 1,610

担当課 費　目

節別内訳

太陽光
(住宅用)

項　目 補助対象

合　計

太陽光
(事業者)

4

2,810

項目費　目

4.1.4

450

実績件数 今後見込

項　目

230千円/件補助金

環境衛生課 4.1.4 補正額

負担金補助
及び交付金

環境衛生課

18

18
負担金補助
及び交付金

補正額

2,810

20

補助内容 補助上限 予算件数

400千円/件

補助金

事業名

事業名

節別内訳

項目 事業費

今後見込実績件数

4 0 4

450 0300150

1,6001,600

1,510 0

補助上限 予算件数
補正額
②－①

予算額
①

見込額
②
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【新規】 脱炭素先行地域づくり事業補助金

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明

　2050年までのゼロカーボンシティーの実現に向けて、脱炭素先行地域

　に指定された地域（境港市：境夢みなとターミナル周辺エリア）及び

　公共施設群の電気使用に伴うCO2排出量を先行してゼロにするため、

　脱炭素先行地域づくり事業に取り組む。

　令和４年度は、電力使用状況等の見える化を行うデータプラットフォー

　ム事業を実施する事業者に対して補助金を交付する。

◇補助事業者

　ローカルエナジー株式会社

◇スケジュール　※令和４年度分

　交付申請：令和４年　９月末

　交付決定：令和４年１０月上旬

　事業実施：令和４年１０月

　運用開始：令和５年　３月

　一般公開：令和５年　３月

◇事業費内訳

事業者 境港市 米子市

1/3 2/15 8/15

12,000 4,000 1,600 6,400

◇財源　　　　国庫補助金10/10

◇参考

　脱炭素先行地域づくり事業（令和４年度～令和８年度）

　①データプラットフォーム事業（令和４年度～令和６年度）

　　脱炭素先行地域（公共施設群等）の電気使用量とCO2排出量を一元管理

　　し、見える化を行うデータプラットフォームを構築する。

　②太陽光発電事業（令和５年度～令和８年度）

　　新規の再エネ設備として、米子市水道局の施設用地、公共施設等の屋

　　根、荒廃農地にPPAスキームによる太陽光発電を整備する。

　③再エネ需給調整蓄電池事業（令和５年度）

　　災害時のBCP対策及び再エネ需給調整を目的に大規模蓄電池を整備する。

　　整備場所は、米子市水道局の施設用地、荒廃農地周辺を想定。

項目 事業費

総事業費

補正額

節別内訳

負担金補助及
び交付金 1,600

01,600 1,600環境衛生課 4.1.4

事業名

担当課 費　目

18
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がんばる農家プラン事業費補助金

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明 ふるさと基金↑

　認定農業者等が規模拡大や効率化を図るため作成した経営改善計画の達成

　に向けた取り組みに必要な経費の一部を助成する。

　このたび、県が新たに認定した計画について、必要な経費を補正する。

◇対象となる計画

　農 業 者：Ａ氏（市内在住の白ねぎ農家）

　経営規模：148ａ

　概　　要：育苗ハウス２棟と格納用ハウス１棟を導入し、拠点の集約化

　　　　　　による効率化を図る

◇制度概要

　概　　要：計画に基づき農業者が機械等を導入するための経費の一部助成

　補助割合：補助率１／２（県１／３、市１／６、農業者１／２）

　補助対象事業費の年間上限：個人9,000千円、法人21,000千円

◇補正内容

金　額

◇財源 県補助金２／３

繰入金（魚と鬼太郎のまち境港ふるさと基金）

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明

　農業用排水路の水利調整及び清掃等を実施する市内各地区の農事実行組合等

　が行う清掃で発生した泥、草等の処分を行う。令和４年度は春に数年ぶりに

　清掃を実施した地区が複数あったことから、処分量が大幅に増加している

　ため、今後不足が見込まれる委託料を補正する。

◇委託料実績（単位：円）

Ｒ３

Ｒ４

※Ｒ４の８～翌３月については、各地区の実行組合からの聞き取り調査により

　Ｒ３実績と同額を見込む。

◇補正内容

委託料 1,470 1,903 433

予算額
①

補正額 2,737

775,500

４～７月

項目

6.1.3

節別内訳

農政課

18

８～翌３月 合計

501,600 1,277,100

事業費

育苗ハウス＠1,671,242円×２棟
格納庫用ハウス＠2,130,702円

1,824

補正額
②-①

1,903,000

内　容

0913

補正額 433 433

補助金 2,737

担当課 費　目

6.1.4

501,600

節別内訳

12 委託料

項　目

433

1,401,400

2,737

担当課 費　目

事業名

負担金補助及
び交付金

事業名

農政課

×1/2

項　目

見込額
②

農業用排水路管理事業

項目 事業費

- 19 -



【新規】 中海干拓地農地再生事業負担金

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明

　（公財）鳥取県農業農村担い手育成機構が実施する、中海干拓地の荒廃農地

　を再生し、新たな担い手農家に貸し出す事業に係る経費の負担金。

◇経緯

・令和４年３月、令和３年度の本事業により再生した中海干拓地の圃場８筆

　について、スプリンクラー点検調査により回転不良などの不具合が判明。

・８筆のうち３筆分について、令和３年度の既予算にて修繕済み。

・７月、県が令和４年度農地耕作条件改善事業の各地区の割当額を変更し、

　当該圃場５筆分のスプリンクラー整備が事業対象となった。

◇整備内容

・整備内容：スプリンクラーヘッド及び立上管の取替

・整備対象区画：15,182㎡（５区画）

・整備事業費：539千円

・負担割合：国１/２、県１/５、市１/５、借主１/10

◇補正内容

項　目 金　額

負担金 108

18
負担金補助
及び交付金

108

内　　容

6.1.4

事業名

108

整備費＠539千円×１/５（負担割合）

節別内訳

農政課

担当課

補正額 108

費　目 項目 事業費
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高度衛生管理型市場移行円滑化事業補助金

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明 ふるさと基金↑

　境漁港の高度衛生管理型市場への移行にあたり、事業者が新たに必要と

　なる備品等の整備費用の一部を助成する。

　本年、電動フォークリフト購入費について、昨年度行った購入意向調査

　結果を上回る補助申請があったこと、また、全国的な納期の長期化を

　受けて、事業者から令和５年度購入計画分を今年度中に発注したい旨の

　意向を確認したことから、県と協調してそれらに対応するために不足する

　補助金を補正する。

◇経緯

　・今年６月、仲買各社から今年度の補助申請を受付。当初予算を上回る

　　15台分の申請があったことから、境港鮮魚仲買協同組合と協議し、

　　複数台の申請があった３社については各１台ずつの交付決定とし、

　　計３台分は決定を見合わせている。

　・令和４年８月に２号上屋が供用開始、令和５年６月にかにかご上屋、

　　令和５年11月に７号上屋が完成予定。

　・海外情勢等の影響から、電動フォークリフトの納期が長期化しており、

　　通常１か月程度の納期が３～６か月以上となっている。

　・令和５年度に購入を希望している業者に対し、納期が長期化している

　　ことを受けて今年度中に前倒し発注する意向を確認したところ、

　　10社中８社（８台）が予定を前倒ししての発注を希望。

　・決定見合わせ分と前倒し発注分の計11台分について、補正対応とする。

◇補助概要

　対象：電動フォークリフト購入費（単価上限2,700千円）

　負担割合：県１／３、市１／３、事業者１／３

◇補正内容

補助金 18,000 37,027 19,027

◇財源 県補助金　１／２

繰入金（魚と鬼太郎のまち境港ふるさと基金）

項　目
予算額
①

見込額
②

補正額
②－①

9,514 0補正額 19,027水産商工課 6.3.2 9,513

事業費
財　　　　源　　　　内　　　　訳

事業名

担当課 費　目 項目

節別内訳

18
負担金補助
及び交付金

19,027
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財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明

　境水道大橋開通50周年及び隠岐航路七類就航50周年を記念して開催

　される、松江・境港・隠岐地域の交流促進を図るための50周年記念

　事業に対する負担金を補正する。

◇記念事業概要

　　開催日：令和４年11月27日（日）

　　会　場：メテオプラザ（松江市美保関町）

　　内　容：①松江市長、境港市長、隠岐の島町長、西ノ島町長、海士町長

　　　　　　　知夫村長によるパネルディスカッション

　　　　　　②郷土芸能披露

　　　　　　③特産品販売等

　　事業費：2,500千円

　　　　　（松江市1,600千円、境港市400千円、事業主体500千円）

◇補正内容

金　額

空家除却支援事業補助金

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明

　補助申請件数が当初見込みを上回ることから、不足が見込まれる補助金を

　増額補正する。

◇制度概要等

　概　　要：将来特定空家となる可能性のある空家の除却費用の一部を補助

　補助割合：補助率４／５（上限600千円）

　　　　　　※県１／５（上限150千円）、市３／５

　内　　容：当初　20件（追加補正　15件）

◇補正内容

◇財源 県補助金　１／４

事業名

担当課 費　目 項目

負担金

節別内訳

費　目

地域振興課 7.1.3

負担金補助及
び交付金

18

節別内訳

400

都市整備課 8.1.1

18

負担金補助及
び交付金 9,000

項　目

400

事業費項目

事業名 松江・境港・隠岐観光振興協議会負担金

担当課

事業費

3,750

補正額 400

補正額 9,000 5,250

内　容

400 松江・境港・隠岐観光振興協議会負担金

12,000 21,000 9,000

0 5,250 5,250

項　目
予算額
①

見込額
②

補正額
②－①

補助金（歳出）

県費（歳入）

内訳

600千円×15件

21,000千円(35件分)×1/4
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沖縄・伊平屋村教育交流事業

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明

　新型コロナウイルス感染症の影響により、本市から５年生児童の代表が

　伊平屋村を訪問するサマースクール及び伊平屋村から児童が本市に来訪

　するウインタースクールに係る経費が増高するため、不足する経費を

　補正する。

◇経緯

　・サマースクールについて、今年7/23（土）～25（月）の日程での実施を

　　予定していたが、伊平屋村での新型コロナウイルス感染症の陽性者が

　　多数出たことから実施を見合わせ。

　・伊平屋村教育委員会との協議により、代替日程を前泊を含む9/22（木）

　　～25（日）として実施を決定。

　・サマースクールの当初日程キャンセル料、代替日程による実施費用に

　　ついては早急な対応が必要であることから、既予算及び不足分の予算

　　流用にて対応。

　・ウインタースクールの実施費用について、全額不足することとなるため、

　　燃油価格高騰などの情勢を踏まえた必要経費を補正する。

◇補正内容（ウインタースクール実施経費）

項　目 金　額

役務費 16

委託料 332

使用料 22

計 490

◇財　源 　　寄附金（沖縄・伊平屋村教育交流事業指定寄附金） 10/10

体育施設管理費

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明

　市民スポーツ広場の乗用芝刈機が故障したため、更新に必要な経費を

　補正する。

◇経緯

　R4.6.27　スポーツ広場の乗用芝刈機が故障

　　　芝刈等の維持管理業務を委託している（特非）ウルトラスポーツクラブ

　　より、市から貸与中の乗用芝刈機が故障したとの報告。

　　⇒竜ヶ山陸上競技場で境港市スポーツ協会が使用している乗用芝刈機を

　　　代替として貸与。

　R4.7.1　 代替として貸与していた陸上競技場の乗用芝刈機が故障

　R4.7.6　 第二中学校の乗用芝刈機を代替として貸与

◇対応

　スポーツ広場：更新

　陸上競技場　：修理（既予算にて対応済）

◇補正内容

金　額

4,728

生涯学習課

17 備品購入費 4,728

事業名

担当課

332

費　目

10.5.2

節別内訳

12 委託料

節別内訳

教育総務課

スポーツ傷害保険

用具レンタル代、ふるさと料理体験経費　等

13
使用料及び賃
借料 22

補正額 490

費　目

11

担当課

事業名

役務費 16

10 需用費 120

10.2.2

リフト券

項　目 内　容

490 0

項目

補正額 4,728 4,728

備品購入費 乗用芝刈機

項目 事業費

内　容

需用費 120

消耗品費

燃料費（マイクロバス）

食糧費（歓迎会の料理等）

事業費
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◎介護保険費特別会計補正予算（第１号）

[単位：千円]

認定調査等費

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明

　県内の新型コロナウイルス感染症の急拡大により、施設への立ち入りに制限

　がかかっており、外部委託の件数が増加し予算の不足が生じる見込みのため

　不足額を補正する。

◇補正内容

金　額
委託件数（月平均）×単価×月数

市内3施設（18件）×2,266×7月＝285,516

委託件数（年平均）×単価×伸び率（R3→R4）

その他施設(6件)×2,266×1.56＝21,210

国庫負担金補助金等返還金

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国 県 市債 その他 一般財源

金額 ◇説明

　令和３年度に交付を受けた国庫負担金等の精算に伴う返還金。

◇内容

返還先 受入額 確定額 返還額

646,242 644,144 2,098

53,304 51,429 1,875

514,624 510,334 4,290

29,288 28,317 971

961,846 959,105 2,741

28,473 28,111 362

その他 ▲ 1

12,336

介護給付費負担金

地域支援事業交付金

項目 事業費

事業名

長寿社会課 1.3.2

節別内訳

12 委託料 307

当初予算計上額

返　　還　　金　　合　　計

支払基金
介護給付費交付金

地域支援事業交付金

担当課 費　目

長寿社会課 5.1.2

節別内訳

22
補償補填及び
賠償金 12,336

項　　目

国
介護給付費負担金

地域支援事業交付金

補正額 12,336

県

12,336

項　目 内　容

委託料 307

補正額 307 307

事業名

担当課 費　目 項目 事業費

- 24 -



図面①
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